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7月籠会 黒霧山キ ャン■7ィーrLド クラフト講座に参加しτ
甲斐野 幸一

7/17ジィージィー蝉の声に誘われて、緑豊かな森、黒髪山へ到着。陽射しはきついものの本日の
講座は本陰の風通りの良い場所で開催、参Oρ 皆さん“ほっとした"の顔。
10時過ぎから、樋口さん境さんより「クラフトの製作」説明を受け、まずは竹鳥笛の製作開始、見本を

横目に吹き国と鳴胴の角度が中々見つからず苦労しました。微かにピイーが鳴りすばやく瞬間接着剤の

塗りをお隣さんに頼みやつと1個完成 : 次は簡単な呼び笛に取り掛かりますが、単純な構造なのにこ

れがまた鳴りません。舌葉(笹の葉を利用)の場所を4,5回換えてベブープーベ～の音が出て、まずま

ず良しとしました。(30分以上吹いても吹いても鳴らず、とうとう酸欠で頭がボーとして来ます/要注意で

すよ)

最後のパードコールは、細い木枝にキヤンプ場より借用の電動ボ‐ル盤でドリリングし、ボルトを何回か

入れ出しし、チイイーチイイーと鳴るところを探せば完成 ::以上3点が完了しました。
この間、つたない鳥笛を皆さん吹いていますと、ウグイスが「へたやな～何処の誰が鳴いてるね

ん、、、」と言わんばかりに、すぐ近くでホーホケキョの美声を盛んに披露してくれまして、しばし聞き惚れ

ました。 我々の作品では「到底鳴けまへん ::」と大笑い。
本国は25日のポーイスカウト研修の準備もするとの事で、木のネームプレート60枚に穴あけを行い

完成。 クラフト材料の準備等、樋口さん境さん有難う御座いました。
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東海自然歩道“滝阪の道"に参加して

福谷 れい子
7月 22日 (木 )この日も連日の猛暑を引き継いで暑くなりそうな気配。

破石までバスで行き、少し歩いて日陰でストレッチと注意事項を開く。今日は“ヒル"。 ナメクジの

様にのんびりした動物だと思うていたら、なんと人や動物の気配を感じたら木の上から落ちてきた

り、落ち葉の下から瞬時にして靴に取り付き数十秒で靴下内に入り込むとのこと。すでに下見時

に吸血された先輩がおられ、話を聞く皆さんも真剣な顔。

歩き始めてすぐにママコノシリヌグイを教えていただく。コンペイトウの様なピンクのかわいい花

なのにどうして?と思つていたら、茎をさわつてごらんといわれ、そこにチクチクしたトゲがびつしり

あるのにびつくり。その命名に感心すると共に複雑な気持ちになる。

いよいよ山道にさしかかる時に、寺田さんが用意して下さつたヒル除けの薬を靴や裾にふりか

けるやら、タオルをしつかり首に巻きつけるやら準備万端。気合を入れて豊りはじめる。道中、ヒル

もいたし、50cm程のヤマカガシにも出会つたけれど、お蔭様で◎ 全員、無事危険地帯を通
過

することができた。万歳 !:

峠の茶屋へ着き、ホ1ンとする間も無く“今日の手記、お願いします"といわれ、奈落の底へ落ちた

感じで昼食は上の空だつた。草もちをいただき、やつと気を取り直す。お茶屋は平日なのに満員で

おじさんは一人でてんてこ舞い。猫は大勢いたのに、おねだりに一生懸命でどれも手伝つてはい

なかつた :?

帰り道、間伐の現場へ寄り、思いもかけず、ヒノキー本切らせていただく。のこぎりの持ち方から、

最後まで水平に切るのかと思つていたら、半分位から斜めに三角に切ること等教えていただく。初

めての経験で感激。この道は昭和のはじめまでお米や炭を運んでいたとのことで、登りも下りも緩

やかで、ほとんどが日陰だつた。沖縄の珍しい話を聞かせていただいているうちに円成寺に着く。

前回は気持ち悪い程の大きな真つ黒のカエルを見たけれど、今回は黒豆程のかわいいヒキガ

エルやルリセンチコガネムシのきれいさに感心して満足だつた。

けれど、ラストのラストロ・口池のそばで整理体操をしている時に、あのカワセミが池を横切つた。

おまけに往復してくれてしつかりと見ることができた。あんなに美しいとは…・又々感激。思わず拍

手してしまった。

毎回毎回参加させていただくたびに皆さんの知識の豊富さとその深さに、ただ敬服しています。

質問すると必ず親切に丁寧に教えてくださり、へえ～へえ～の連続で驚くやら感心するやら嬉しく

なるやら、この観察会が本当に楽しみです。

今回は緊張あり、ショックあり、感激ありの忘れ得ぬ充実した一日でした。ありがとうございまし

た。
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黒髪山 C/F「自然工作・自然観察・名札掛け」報告

樋日善雄

7月 25日快晴最高気温 36℃午後に雷鳴多少あり。

参加者小学生 9名 (大半が奈教大附属小学生)

① 名札制作・掛け

丸本を斜め切りした木片に子供たちが樹木番号を書き、フィール ドの樹木に札をかける。

C/F側で準備してある樹木表と照合すれば「この本 。なんの本」と判明する。午前中の作

業では20枚余りの掲示ができ、残りは次の機会とする。

②自然観察

出発時に既に 34℃に上昇していた気温で、さすがに子供たちもだいぶ参つた様子。熱中

症にかからぬよう、水分補給に気を使つた。人工林の為に特に目立つ植生はないが、秋

に収穫を期待できる樹木が多い。今回半袖、短パン姿の子供が多かつたので、「ウルシ科」

の低木、マムシの出現に留意した。

③自然工作

1)バー ドコール ブロックが準備されていたので組み立てるだけにした。短時間で出来
上がった。今回は吊り紐を化粧結びの方法で指導されて好評だつた。

2)セ ミ丸くん セミの折り方は比較的簡単だつた。今回は串棒の松ヤニをスタッフでカロ
エしてやつたが、子供たち自身が実物に手を加える方法を考えた方が良いのではと反

省した。

3)鳩笛 制作時間時間が気になり、予め切断した竹を与えることになった。今後のイベ

ントの在り方に参考となった。

(総括〉

この C/F運営協議会のメンバーには当会から境さんが出ておられる。「人と自然の会」

からこんなことあんなことがあれば提案してください..「黒髪山キャンプ・フィール ド協

議亀から委嘱されるぐらいの幅広い活躍ができないかと考えています。会員諸兄からの

協力をお待ちしております。  I_■
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森林保護に思う

>森林税導入に関する説明会に出席してく

最近、特に森林を再評価する声が姦 しい。私も、この数年
シエア自然大学の仲間たち

と環境問題を研鏡 しながら思う事がありまづ。

地球規模の温暖化問題から生活環境問題まで、多様な広がりを見
せておりますが、全

て連環の中にあつて、私の造語ながら、これを「環境連鎖」と呼
んでおります。その中

心軸には森の思想が根幹にある様に思えてなりません。

豊かな森は、「 C02の 吸収」「水の涵養」「保健体養機能」「自然環境の保全」

「生物多様性」「土壌保全による災害防止ゴ等
々。森と水と生命の繋がりを見ても、そ

れは地球を豊かに、天が与えた生命維持装置として、森の重要性
をかけがえのないもの

として、誰一人否定する事はないでしょう。

文明の盛衰を見ても、一例を挙げれば中近東には殆
ど森がなく、文明の滅びの歴史が

それを伝えています。

日本に目を移すと、国土の森林面積 67%。 世界に冠たる森林王国とは言え、
その

荒廃ぶりに驚きです。人工林保育に要する間伐作業
の不足、乱開発による喪失、ダム論

争の背景に森林破壊があり、特にスギ・ ヒノキ
の人工林の間伐は喫緊の課題ではないか

と考えます。

今回奈良県では、林業の活性化、人工林整備
の助成、公益機能の増進等の施策推進を

考え、森林税 (一所帯 年 500円 )の導入を提唱し、県民の理解を広く求めることと

なりました。既に、高知県・ 岡山県・鳥取県は導入しており、奈良県
も四番目の自治体

として議会上程を考えている様です。

会員各位のご理解と共に、近隣周辺の方
々に、折々の機会にPRを心掛けて頂きたい

と思います。

当会においても、既に忍辱山 (柳生街道入リロ近 く)の 国有林 1. 5 haを活動
の

場として、スギ・ ヒノキ林の間伐作業を進め
ております。小さな一歩ではありますが、

活動の魁として運動の輪が広がりを見せ、豊
かな
:混

清林に生まれ変わる事を夢見ながら

楽しく頑張っております。百間は一見に如かず、本
を伐る快感、密生する梢から光りが

林床を射る、いずれ新 しい生命が着床し、野鳥
が営巣し、小動物が棲息する素晴らしい

環境の実現が楽しみです。一度お遊び気分で
ご参加をお待ちしております。

あ 、ヽこの年で夢のまた夢かな と、感傷が過る事も
ありますが、次世代の諸君に期待を

寄せ、シニア パワ
~全 開で格闘が続きます。鋸提げて一本倒す玉の汗

鋸提げて一本倒す玉の汗
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寺田正博

明治になって太陽暦が採用され明治 6年 1月 1日 (旧暦明治 5年 12月 3日 を27日短
縮)以来、日本の行事は新暦中心に展開されている。ところが、盆だけはいまだに旧暦で
行なわれるる場合が多い。盆はサンスクリット語に基づく孟蘭盆会が起源の仏教行事だが

旧暦で維持されているのは何故でしょうか

お盆の語源の孟蘭盆会は、古代サンスクリット語で「逆さ吊り」を意味するウッランバ

ナが転訛したとされ、先祖が逆さ吊りの苦しい目にあわないように供養したのが始まりと

いわれている。しかし、イランで行なわれるウルヴアン (死者の霊魂)の祭りが原点では
ないかとの見解も出てきている。

盆に供える花を盆花という。盆花は地方によって様々だが、全国では、ミソハギ、ォミ

ナエシ、キキョウ、それにハスが代表的である。ほかにはオトコェシ、ヒョドリバナ、コ

マツナギ、ホオズキ、ナデショ、ススキ、タケニグサ、等の草花、九州ではシキミ、クロ

キ、アセビなどの木本が加わる。これらの草花はちょうど盆のころに花をつける。祖先の

霊に手向けるのはごく自然なことであろう。近年は栽培花を供えることが多いが、ハスを

除くと野生の草花や木がほとんどだ。このことは仏教伝来以前から用いられていたこと
を示しているように思われる。

ミソハギは精霊花ともいわれ、昔はミソハギを東ねたものを手にして スギの箸を足に
トウモロコシの毛を尾にしたキュウリの馬に向かって、水を掛けたようであ

‐
る。ミソハギ

の語源は「漢」からきたものといわれていることが多い。
‐

植物の面からはハギの名がついているがマメ科ではなくミソハギ科である。

植物学上では三種類の異なった花をもつこと

一種類とは難しべの長さから名付けられ

た、長柱花と中柱花と短柱花である。

長柱花は長い雌しべと中間の長さと短い

[:ミ[::ド
:重I露!尽言[言:彗誉

繕礎健3議望智見燿遜栓3た皇薯冤菅∴讐
いる、

長
雌
じ
ベ

ミソハギの花のつ く1り

柳生街道の円成寺の庭園の池にハスと仲良く咲いている。

参考引用資料   [植物と行事]湯浅浩史  [草木スケッチ帳]柿原申人
[植物観察事典]地人書館  [サクラソウの目]鷲谷いづみ 他
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掛け金

扱い店

保険会社

補償期間

補償内容

ボランティア活動保険について

あつてはならない事、もし遭退したらそれを補償するのが保険ですが、私達が加入して

いるボランティア保険とはどんな内容なのでしょう力、 以下簡単にまとめますと、

契約形態 :当会 (奈良 0人と自然の会)がカロ入申込者となり、会員ひとりひとりを被保険

非対象

者として締結した団体契約保険です。人会 (会費納入で手続き)すると安心楽々。

ひとり300円

社会福祉法人奈良県社会福祉協議会

日本興亜損害保険株式会社

4月 1日 から翌年 3月 31日 午後 12時までの 1年間で、特に始まりは、扱い店

が所定の手続きと掛け金の入金を確認した翌日からとなります。

活動中の事故によるケガや賠償保険で、学習会や会議、移動途中、日射病や熱

射病の熱中症、途上にあつた交通事故も含みます。人院 1日 :Q200円  通院 1
日34000円  死亡 :1,161.9万円 後遺障害 ;1,161.9万円 賠償事故 5億円。
自動車による事故は、加入者自身の障害のみが補償されますが、その他はすべ

て自動車保険の対象.野焼きや山焼き、チェーンソー使用も (免責事項)。 頸部

症侯群や腰痛も非対象です。

グループ全体に起因する賠償責任は支払れない。あくまで一人一人の個人であ

る。

(平成 16年 7月 23日 文責 大石門⊃

その他

00o

☆ 真夏の平城富跡辺・・・水上池は冬と違つて静力、 その中をカルガモの行列.親を先
頭に 7,8羽の雛が行儀よく泳いでいた。一方冬にはカフウ群により本が真つ白だつたハジ

カミ池も、夏には一羽だけ。本は緑に覆われていた。ほかアオサギ 0コサギ bアマサギ
`

ヒバリ・ケリ由 131臨 <7ノ 14>   (勝 田)
☆ 斑鳩・三室山・・・ウバユリ60本中 40本が開花中。オシベの花粉は自つぱい。県の

了解で一部を囲い残されたもの。地味な花だが、そばを通る人が少しずつ関心を持つ

(勝田)
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